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Pulsating auroras are common phenomena, which are observed universally during the recovery phase of substorms in the 
auroral and sub-auroral zones. However, even today, there is no direct evidence to support the classical/standard model, as 





スケールは 10 キロメートルから 100 キロメートルである。形状はパッチ状であったりアーク状であっ
たり様々である。多くの場合、不規則な形で構成され、それぞれが独立に明るさを脈動的に変えるのが
その特徴である。このオーロラ領域には、通常、強い渦構造は存在しない。ロケットや衛星観測から、





○「従来 pulsating aurora と呼ばれてきたものの特性として広く信じられて来たいくつかの基本的な
点に重大な間違い、あるいは誤解が含まれている。それらの最大の問題は、pulsating aurora のいろ










観測、THEMIS 衛星による衛星群と地上 All-sky カメラ多点観測網との同時観測、などが実施できるよう
になってきた。 
 最近の観測結果をいくつかのカテゴリーに区分けし、脈動オーロラの物理機構の理解に向けて解決す
べき課題や問題点を検討する。 
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